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県民健康管理センターの被災市町村に対する
リスクコミュニケーションと支援活動

福島県立医科大学

医学部 健康リスクコミュニケーション学講座

放射線医学県民健康管理センター リスクコミュニケーション室

田巻 倫明



福島県「県民健康調査」

目的：東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質の拡
散や避難等を踏まえ、県民の被ばく線量の評価を行うとともに、
県民の健康状態を把握し、疾病の予防、早期発見、早期治療につ
なげ、将来にわたる県民の健康の維持、増進を図ること

調査 ー 健康状態を把握し、見守る

支援 ー 県民に寄り添い、健康の維持・増進を支援する



基本調査

原発事故後、4か月間の行動記録を基に外部被ばく線量を推計。

回答頂いた皆様（R5年3月現在：県民約56万9千人）一人ひとりに
推計した外部線量被ばく線量を通知し、将来にわたる健康管理に
役立てて頂いている。

（福島県「県民健康調査」報告書2011～2020）



健康診査

多くの方が避難生活を余儀なくされ、生活環境が大きく変化し、
健康に不安を抱えている住民が多かったことから、県民の健康
状態を把握し、生活習慣病の予防や疾病の早期発見、早期治療
に繋げることを目的に実施。

支援① 個人結果の通知 支援② 健診結果のまとめや健康増進の
ためのリーフレットを作成・配布



健康診査

支援③ 分析結果報告書の作成 ➡ １３市町村連絡会で提供

支援④ 健康セミナーの開催

平成28年度から令和４年度まで
計１７７回実施医師による健康講話

専門職による個別相談 運動指導 ステップテスト

市町村が実施する健診結果報告会や健康教室等の機会に実施



甲状腺検査

一次検査サポート：
医師が超音波画像を示し暫定的に結果を説明

二次検査サポート：
看護師、精神保健福祉士、臨床心理士、
医療ソーシャルワーカーなどの甲状腺
サポートチームが対象者とその家族へ
心理的・社会的支援

ピアサポート：
令和４年度から活動を開始。
AYA世代の甲状腺がん経験者へ
情報や交流の機会を提供。

「甲状腺通信」の発行：
検査対象者と保護者に年２回発行。

甲状腺検査の予定や最新の結果や話題
の説明、様々な疑問に答えるＱ＆Ａな
どを掲載

結果説明ブース



甲状腺検査

支援① 出前授業：

学校からの申込に応じて、検査対象者に甲状腺検査をわかりやすく説明。

支援② 出張説明会：

保護者、教職員、市町村職員、地域住民などに甲状腺検査、甲状腺と甲状腺
がんに関する医学的特徴などを、医師が説明。

「甲状腺検査」出前授業

小学生用 中高生用

出前授業の教材

出張説明会



こころの健康度・生活習慣に関する調査

震災及び原発事故の体験や避難生活による様々な不安やストレス
がある中、被災者の心身の健康状態と生活習慣を正しく把握し、
一人一人に寄り添った適切なケアを提供する

支援② 支援基準に基き電話支援支援① 個人結果通知

支援員による心身の状態の確認、
ニーズの把握、専門的助言（約3,000名/年）

セルフケアに役立つ簡潔な助言と
個人結果を記載した手紙を送付

（ここから調査）



支援④ 市町村毎の結果報告

１３市町村連絡会にて
調査結果に基いた専門的助言

支援③ パンフレット送付

健康に関する情報や医療機関、
相談窓口を紹介

こころの健康度と生活習慣サポートブック

支援⑤ 地域保健・支援機関・医療機関と連携して支援

こころの健康度・生活習慣に関する調査（ここから調査）



妊産婦に関する調査

支援③： 市町村や産婦人科等関係機関と連携し支援へ

支援②： 心と身体の健康サポート
ブックや調査結果をまとめたリーフ
レットの配布による情報提供

支援①： 調査の回答内容から相談・支援が必
要と判断された方に、専任の助産師・保健師
などによる電話やメールでの相談・支援

心と身体の健康サポートブック
（抜粋）

リーフレット（抜粋）



市町村主催行事での「よろず健康相談」

県民の身体、こころ、放射線などの不安に向き合うため、市町村の総合健診や
健診結果説明会で、１対１で相談に応じる「よろず健康相談」を実施。

平成24年度から28年度まで計７２３回実施
平成29年度から福島県医師会に引継ぎ



１３市町村連絡会

目的： 福島県「県民健康調査」の分析結果、県民の心身健康状態
に関する情報等を共有し、県民健康管理センターと市町村
の連携を深め、有効な支援に繋げる。

地域： 避難地域１３市町村

対象： 上記市町村の保健師や保健福祉担当職員

（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、
楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、
浪江町、葛尾村、飯舘村、伊達市）



１３市町村連絡会

• 検討委員会の報告（調査の進捗など）

• 各調査の市町村毎の解析結果の報告や意見交換

• 保健・健康増進活動について現状やニーズについて
フリーディスカッション

• 国際シンポジウムなどのイベントの紹介

• ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ室/健康ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ室 職員（教員）

• 広報・国際連携室 職員

• 当センター内の各室 職員（教員）

（健康診査、ここから調査、妊産婦調査など）

内容

担当者：



１３市町村連絡会

• 検討委員会の報告

• 各調査の市町村毎の解析結果報告

• 国際シンポジウムなどの紹介

• 保健・健康増進活動について聴取

• フリーディスカッション など

連絡会の様子（南相馬市）

令和３年度

計１７回実施

（参加者のべ５５名）

平成２５年度～令和４年度に３４２回実施

令和４年度

計２０回実施

（参加者のべ６１名）

令和５年度

計２２回実施

（令和5年12月現在）



１３市町村連絡会

連絡会をきっかけとして継続支援へと繋げる努力

保健師派遣（川内村） 理学療法士派遣
（浪江町 ダンベル体操）



福島県立医大

１３市町村連絡会

放射線医学県民健康管理センター

リスクコミュニケーション

評価専門委員会

１３市町村

連絡会

県民健康調査の
結果/情報を提供

市町村の情報
意見・要望

質問

追加支援
対応

他部署

講座

県民健康調査や活動に１３市町村の現状・要望・意見を反映



まとめ

•福島県「県民健康調査」において、県民に対する
「支援」は最も重要な活動の１つである。

•特に１３市町村連絡会を通じた被災１３市町村と
の連携は重要である。

•今後も市町村の要望や現状に沿った調査・活動を
実施できるように努めていく。



東日本大震災 ふくしまの学びを日本・世界へ

2024年 福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム

Build Back Better, Together
よりよい復興を、ともに

ご清聴ありがとうございました
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